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【手続補正書】
【提出日】平成27年2月16日(2015.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明によれば、可撓性に優れることから、繰り返しの曲げが作用しても、また局所的
に９０度から１８０度のような大きな曲げが作用しても、導電体粉末を含む樹脂組成物か
らなるチップ状の発熱体と給電線との間に剥離が生じるのを効果的に回避することができ
る、より改良された長尺ＰＴＣヒーターが得られる。また、本発明による長尺ＰＴＣヒー
ターを使用することで、種々の形態の通水管内での凍結を効果的に防止することができ、
また打設したコンクリートが養生中に凍結するのも効果的に防止することができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図２に示すように、前記した２本の給電線３、３が並置され、その間に、幅Ｄ方向の両
端に前記金属端子４、４を固定したチップ状の発熱体２が、所定の間隔をおいて、適数だ
け備えられる。そして、各給電線３の一端部には、外部の電源と接続するための電気供給
コード（不図示）が半田付け等にて接続され、電気供給コードから各給電線３、３および
金属端子４を介して、チップ状の発熱体２に電力が供給される。なお、本発明において、
前記給電線３には、銅などの導電性を有する単線や集合線、より線を用いることができ
る。特に、容易に撓ませることができることから銅単線の編組線は好ましい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　次に、図４、図５をも参照して、上記ヒーター１の製造方法について説明する。まず、
前記したようにしてチップ状の発熱体２を製造し、両端縁近傍に導電ペースト６を塗布し
焼き付け固定する。また、適宜の方法で金属端子４を製造する。そして、チップ状の発熱
体２の導電ペースト６が塗布されている端縁部に、該金属端子４の発熱体把持片４３、４
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３側を当接して、チップ状発熱体２の厚さ方向の両端面側から挟み込み、かしめることで
、金属端子４をチップ状の発熱体２に固定する。なお、このとき、必要に応じて、各発熱
体把持片４３、４３の互いに対向した内面上に予めクリーム半田などを塗布してもよい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　本発明によるヒーター１では、チップ状の発熱体２は導電体粉末を含む樹脂組成物から
なっており、それ自体で可撓性を持つ。また、セラミックス製の発熱体と比較して軽量で
ある。さらに、チップ状の発熱体２は、所定の間隔をおいて、その複数個が金属端子４を
介して給電線３に固定されている。従って、ヒーター１は十分な可撓性を備え、かつ軽量
化も可能となる。さらに、金属端子４に形成した幅の狭い把持片（給電線把持片４２）に
よって、チップ状の発熱体２は給電線３に固定されており、特許文献１に記載されるよう
な従来の長さの長い樹脂組成物からなる発熱体が給電線に対して一体成形されている形態
の長尺ＰＴＣヒーターと比較して、ヒーター１が折曲したときに作用する曲げ応力によっ
て、チップ状の発熱体２と金属端子４の間、金属端子４と給電線３との間で剥離が生じる
のを、ほぼ完全に回避することができる。それにより、ヒーター１の使用態様を問わず、
ヒーター１としての信頼性は大きく向上する。さらに、曲げ特性に優れていることから、
被加熱体に対するヒーター１の接触面も広く確保することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　図６（ｂ）に示すチップ状の発熱体２ｂは、長さＬが、図２に示した長尺発熱ユニット
２０で使用したチップ状の発熱体２の長さＬと比較して、十分に小さくなっている。一例
として、図２に示したチップ状の発熱体２が幅Ｄ：８ｍｍ、長さＬ：６ｍｍ、厚みＨ：１
．６ｍｍ（Ｄ／Ｌ＝１．３）であるのに対して、チップ状の発熱体２ｂでは、幅Ｄ：８ｍ
ｍ、長さＬ：２ｍｍ、厚みＨ：１．６ｍｍ（Ｄ／Ｌ＝４．０）とされている。また、それ
に応じて、金属電極４ｂの幅も、チップ状の発熱体２ｂの長さＬ：２ｍｍに一致するよう
に、狭くされている。この形態のチップ状の発熱体２ｂを持つヒーター１は、長手方向に
直交する方向でも曲がりやすくなっており、細管の長手方向に沿ってヒーター１を配設す
るときに、チップ状の発熱体２ｂと管表面との接触面積を確実に確保しやすくなる。
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